
公 式 通 知

秩父WEEK END TRIAL  会長  米沢満夫　  090-3239-8532

2024年 11月10日(日) 　群馬県甘楽郡南牧村大字熊倉981番地　南牧村自然公園 特設コース

南牧村自然公園多目的広場。　路上駐車は厳禁です。

燃料の補給はパドック内でのみ許可されます。パドック以外での補給は原則禁止です。

競技役員立ち会いの下で、周囲の安全が確保出来る場所での給油は認める場合があります。

ガソリン携行缶については消防法令で定められた安全性能基準に適合していることを示す、

KHKマークやUNマークのいずれか一方、または両方が貼付されているものでなければなりません。

AM7:45〜8:40まで大会本部で行います。当該年度有効 MFJライセンス
もしくはエンジョイ会員証と受理書を提示し、１ラップ用採点カードを受け取って下さい。
車両は国内トライアル仕様に適合した車両である事。主催者指定ゼッケンを装着すること。

トライアル車両以外に於いてもトライアルタイヤの装着の他、スプロケットガードやライダーが車両から離れた

ときにエンジンを停止させるイグニッションキルスイッチの装備を推奨します。車検時及び競技中、ゴール後に

おいてもオイル・冷却水等がにじんでいたり、漏れている事が確認された場合はその時点で失格となります。

車検終了後は本部前で車両保管します。

ウォーミングアップ場はありません。パドック内でのエンジン始動のみ許可されます。

出場申し込みの最も遅いライダーからAM9:01より1 分間隔で 本部前から１台ずつスタート。

１ラップ用採点カードに各自のスタート時刻が記入してあります。指定されたスタート時刻前に

スタート地点にて待機してください。スタートへの個別の呼び込みはありません。ライダー自身で

時間管理をおこなってください。スタート遅れの減点はありません。

コース１周約４ｋｍ (玉石の下り２ｋｍ、岩盤沢登り２ｋｍ、流水あり)コース図参照。矢印カード又は

テープに従って進行する。コース図の注意事項に従い、走行して下さい。公道上は乗車不可です。

6セクション×5ラップ　持ち時間180分　持ち時間180分を超過したとき、2分超過毎に1点の減点。

300分を超えると失格。セクション内制限時間は設定しません。

この通知書に記されている以外は当該年度MFJ国内競技規則通りとします。

周回チェック地点で周回チェック・採点カードのラップ毎交換をします。当該周回採点カードを

提出し、新しい採点カードを受け取って次周回に入って下さい。

最終スタートライダーのゴール時刻60分前にバックマーカーがコースに入ります。以降はコースに
入る事はできません。但し最終ラップかつ走破可能と認められた場合はこの限りではありません。

ゴール地点で採点カードを提出し、車両と共にゴールチェック・車検を受けて下さい。

最終ライダーゴールの約３０分後、大会本部にて表彰式を行います。

出走者全員に参加賞。上位3名にトロフィー、各ラップ最小タイムのライダーにラップ賞、

オフロード車最上位完走者にベストエンデューロ賞、全完走者に完走記念品（米沢賞）贈呈。

いかなる理由でも公道を走行した者・コースの逆走及び不適当カット・コース内喫煙・走行指定域外

への侵入・持ち時間超過・ゴミの投げ捨て・オイル、冷却水等漏れ・反社会的な言動や行動・

地元住民や自然公園利用者 (キャンプ場利用の方が多数いらっしゃいます）とのトラブル

●この会場は南牧村民のご厚意により使用できる会場です。

　長く使わせて頂くために社会的ルール違反の無いよう、十分な配慮をお願いします。

●会場までの村内の道路は制限速度 30km です。村民通行優先、ゆっくり走行で。

●コース内の沢水は飲料水に使用しています。くれぐれも汚すことの無いように。

●保険証（コピー可）をご用意ください。医療費等の立て替えは出来ません。

●同伴者帯同の参加を推奨します。負傷して一人で帰宅不可能な事例も過去にあります。

宿泊予約　南牧村自然公園キャンプ場 → https://camp.nanmokunomori.jp
南牧村周辺の道路は隘路に加え、損傷が著しい箇所がありますので走行にご注意下さい。
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リタイヤした選手は必ず本部に申告し、採点カードを提出して下さい。

リタイア申告せず帰宅され、不明者捜索騒動となった過去事例があります。

★ 走行不能の車両の回収方法については競技役員の指示に従ってください。★


